
発電設備更新
工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　発電機設備配置図
図面番号　1  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課

付属設備更新



工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　電気設備平面図
図面番号　2  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課

発電設備更新



工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　電気設備側面図
図面番号　3  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課

発電設備更新



工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　電気設備図
図面番号　4  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課

発電設備更新



発電設備更新

工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　単線結線図（1）
図面番号　5  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課



工事名　　野田地下道非常用発電設備更新工事
図面名　　単線結線図（2）
図面番号　6  /  10
発注者　　岡山市北区役所地域整備課
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新設発電機外形図

野田地下道非常用発電設備更新工事

定格回転速度 1800 min-1

平均有効圧力 0.92

※運転時間　　2.9h

燃料室形状 直接噴射式

冷却方式 ﾗｼﾞｴｰﾀ冷却方式
ﾗｼﾞｴｰﾀ排風量 120　

※運転時間については燃料油最低油量が発報するまでの運転時間とする。

MPa
総行程容積 4.3L

直列縦置水冷4ｻｲｸﾙ
定格出力 86kW｛117PS｝

そ　　　の　　　他

同　期　発　電　機
定格出力 65kVA｛52kW｝
定格電圧

蓄電池(容量) REH(40  Ah)

保護，冷却方式  保護　（IP20）　冷却　（IC01）

220 V
定格電流

原　　　動　　　機
製造者 株式会社池貝ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
名称 4HT4.3-G23
形式

?/min

燃料ﾀﾝｸ 60L
16.2L/h

軽油
燃料消費量
燃料油

潤滑油量 13L
潤滑方式 強制循環式
ｾﾙﾓｰﾀ DC24V6kW

相数 3 φ 3 W
定格力率 0.8
励磁方式 ﾌﾞﾗｼﾚｽ励磁
耐熱ｸﾗｽ 電機子　　180(H)界磁　　180(H)

形式 TDGP73LT

171 A
定格周波数 60Hz
定格回転速度　　　　　　　　　1800 min-1

極数 4P

【同等品対応について】

　本工事における自家発電装置の基準製品は株式会社東京電機製の「TDGP73LT3S」とするが、  
　下記条件を満たす性能および仕様が同等以上の製品（以下「同等品」という）についても使用を認める。

１．定格出力容量は65kVAの±5%以内であること。  
２．定格電圧は220V、周波数は60Hzとし、系統電気方式及び運転条件に適合すること。  
３．騒音レベルは75dB以下（定格負荷運転時）であること。  
４．設置スペース及び取付条件に適合し、外形寸法は基準製品とほぼ同等であること。  
５．製品仕様書、性能試験結果及び関連技術資料を提出し、発注者の技術審査を受けること。
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新設発電機構造図

野田地下道非常用発電設備更新工事



既設開口部

新設開口部

ケーブル立上がり開口部 施工手順（断面修復含む）

1.新設開口部のコンクリート取壊し（※1）

2.コンクリート面にプライマー塗布

3.コンクリートの欠損部に充てん材を充てん（※2）

4.養生

断面修復工詳細図
下地処理

プライマー塗布

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

t=10mm

カッター工

想
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※2　充てん材数量　V=0.07×0.3=0.021m3
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発電機基礎構造図

野田地下道非常用発電設備更新工事

※1　コンクリート取壊し数量　V=0.33×0.3=0.099m3
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新設発電機種回路結線図

野田地下道非常用発電設備更新工事

参考図
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※1.CT回路､DCC入力電線は､EM-KIC1.25 とする。
　2.保温回路は､EM-KIC2 とする。
　3.指示無き電線は､EM-KIC0.75 とする。

※端末色別
　三相　第１相:赤　　
　　　　第２相:白　　　　
　　　　第３相:青
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模擬負荷接続用端子
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※模擬負荷容量は、定格出力の
30％以内とする。
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充電装置結線図へ
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1φ200V/220V 0.4kW

充電器電源（AC-GC）

1φ200V/220V 1.5kW


